
ありがとうございます

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
円
安
の
高
止
ま
り
の
な
か

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
令
和
6

年
度
の
駐
車
場
に
お
け
る
普
通
車
月
別
入
込
は

２
月
を
の
ぞ
い
て
前
年
度
を
上
回
り
続
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
世
界
遺
産
集
落
内
に
は
観

光
客
が
溢
れ
、
そ
の
他
の
地
域
に
も
多
く
の
お

客
様
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
消
費
額
へ
の
貢
献
の
一
方
で
、
マ
ナ
ー

や
渋
滞
へ
の
問
題
も
多
く
発
生
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
100
年
後
に
果
た
し
て
こ
の

集
落
は
健
全
な
状
態
で
環
境
を
保
全
で
き
て
い

る
の
か
疑
問
を
抱
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ほ
か
に
も
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
る
空
家
や
、

管
理
人
不
在
に
よ
る
危
険
家
屋
化
と
い
っ
た
問

題
、
合
掌
家
屋
の
屋
根
素
材
で
あ
る
茅
の
自
給

率
向
上
の
難
し
さ
や
安
定
供
給
の
危
う
さ
な

ど
、
こ
の
集
落
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

　
合
掌
財
団
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
諸
問
題
の

解
決
に
向
け
て
、
名
古
屋
大
学
・
大
学
院
情
報

学
研
究
科
な
ど
と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
の
力
も
活

用
し
な
が
ら
、
村
や
守
る
会
な
ど
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
し
っ
か
り
連
携
し
100
年
先
ま

で
見
据
え
た
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
年
度
末
を
も
っ
て
事
務
局
長
が
交

替
し
ま
す
。
令
和
３
年
４
月
か
ら
「
大
澤
珠
生
」

が
就
任
（
村
役
場
か
ら
の
派
遣
）
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
３
月
を
も
っ
て
退
職
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
す
る
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
「
山
田

雅
彦
」
が
就
任
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
る

前
、
ゴ
ミ
袋
と
火
バ
サ
ミ
を
手
に
展
望

台
ま
で
の
道
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
す
。
ホ
ッ

カ
イ
ロ
に
マ
ス
ク
な
ど
な
ど
、
瞬
く
間

に
袋
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
雪
が
解
け
た

ら
田
ん
ぼ
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
ろ
う
な
と

思
う
と
、
少
し
し
ん
ど
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

白
川
郷
は
、
合
掌
造
り
集
落
の
美
し
い

風
景
と
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
か
ら
、

国
内
外
よ
り
非
常
に
多
く
の
観
光
客
を

迎
え
て
い
ま
す
。
国
で
は
二
〇
二
四
年

の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
が
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
で
も
村
営
駐
車

場
の
年
間
普
通
車
入
込
台
数
が
二
四
二
，

七
〇
四
台
（
一
月
末
）
と
過
去
最
高
を

記
録
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
一
・
二
四
倍
と

な
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

影
響
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

 

現
状
の
課
題

　
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
ゴ
ミ
の
投

棄
や
、
交
通
渋
滞
、
敷
地
や
住
宅
に
入

り
込
む
な
ど
の
マ
ナ
ー
問
題
、
住
民
の

生
活
環
境
へ
の
影
響
は
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
国
道
一
五
六
号
が
渋
滞

す
る
頻
度
が
増
し
、
観
光
客
の
み
な
ら

ず
、
住
民
の
日
常
生
活
や
緊
急
車
両
の

通
行
に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
観
光
客
も
住
民
も
疲

弊
し
て
し
ま
い
、
お
互
い
悪
い
感
情
し

か
残
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

し
て
、
白
川
郷
が
持
っ
て
い
る
質
の
高

い
観
光
地
と
し
て
の
基
本
が
崩
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
を
し
て

い
ま
す
。
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て
の

基
本
と
は
、
美
し
い
風
景
と
文
化
、
美

味
し
い
郷
土
料
理
や
お
土
産
、
観
光
客

と
住
民
の
交
流
、
も
て
な
し
の
心
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
対
策
と
展
望

　
こ
れ
ら
基
本
と
な
る
白
川
郷
の
魅
力

を
次
世
代
に
継
承
し
、
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
行

政
の
対
策
や
、
観
光
事
業
者
、
住
民

皆
様
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
環
境
と
生
活
文
化
の
保
存

　
今
年
は
、
世
界
遺
産
登
録
三
十
周

年
、
そ
の
価
値
と
誇
り
を
再
認
識
す

る
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
世
界

遺
産
と
し
て
の
価
値
は
、
合
掌
造
り

民
家
群
や
「
結
」
作
業
だ
け
で
は
な

く
、祭
礼
行
事
や
火
の
番
廻
り
な
ど
、

合
掌
集
落
を
守
っ
て
い
く
暮
ら
し
そ

の
も
の
に
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
と
時
代
の
変
化
の
中
、
生
活
文
化

を
守
り
続
け
て
い
る
住
民
皆
様
に
敬
意
を

表
し
、
観
光
客
に
よ
る
環
境
負
荷
を
適
切

に
抑
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
観
光
客
の
適
正
管
理

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
二

〇
一
九
年
一
月
か
ら
駐
車
場
の
完
全
予

約
制
を
実
施
し
、
二
〇
二
四
年
一
月
か

ら
は
、
チ
ケ
ッ
ト
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

駐
車
場
予
約
者
に
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
し
、

チ
ケ
ッ
ト
の
な
い
来
訪
者
の
集
落
へ
の

入
場
を
制
限
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
実
行
委
員
会
に
よ
る
こ
の
取
り
組
み

の
結
果
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
の
渋
滞
や

混
乱
は
大
幅
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
成
功
例
を
も
と
に
、
観
光
客

の
受
入
れ
環
境
を
最
適
化
す
る
た
め
、

年
末
年
始
な
ど
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
な
る
期
間
の

総
量
規
制
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い

く
時
期
に
入
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ナ
ー

啓
発
活
動
の
強
化

を
進
め
て
い
ま

す
。
観
光
庁
の
補

助
金
を
利
用
し

て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
責
任
あ
る
観
光
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
観
光
客
に
、

世
界
遺
産
集
落
は
「
そ
こ
に
暮
ら
し
が

息
づ
い
て
い
る
こ
と
自
体
に
価
値
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

責
任
あ
る
行
動
を
取
っ
て
い
た
だ
く
試

み
で
す
。
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
特

設
サ
イ
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
事
業
者
で
組
織
す
る
「
荻
町
発
展

会
」
は
、
継
続
的
な
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い

を
行
っ
て
い
ま
す
し
、「
他
の
店
舗
か
ら

の
ゴ
ミ
で
も
快
く
引
き
取
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
る
な
ど
、
観
光
客
と
住
民
皆
様

の
共
存
を
目
指
す
取
り
組
み
も
継
続
強

化
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

３
．
交
通
対
策
と
財
源
対
策
の
強
化

　
こ
れ
ま
で
一
時
的
な
駐
車
用
に
開
放

し
て
い
た
荻
町
城
跡
展
望
台
駐
車
場
は
、

付
近
で
恒
常
的
な
路
上
駐
車
や
渋
滞
が

起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
二
〇
二

四
年
一
月
よ
り
閉
鎖
す
る
し
か
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
客
が
展

望
台
へ
行
く
に
は
、
民
間
会
社
の
運
行

す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
か
徒

歩
か
の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
対
策
に
際
し
て
、
荻
町
区
長

を
委
員
長
と
し
、
行
政
や
関
係
団
体
の

代
表
で
組
織
す
る
「
荻
町
交
通
対
策
委

員
会
」
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
も
集
落
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
地

域
を
交
え
た
協
議
が
続
き
ま
す
。

　
村
で
は
渋
滞
対
策
と
し
て
観
光
客
へ

の
事
前
周
知
を
目
的
に
混
雑
情
報
サ
イ

ト
「
白
川
郷
す
ん
な
り
旅
ガ
イ
ド
（SH

I
RA
K
A
W
A
-Going

）」
を
開
設
し
、
混

雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
や
渋
滞
状
況
を
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
営
駐
車
場
の

駐
車
料
金
の
一
部
を
世
界
遺
産
の
保
存

経
費
な
ど
に
充
て
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
駐
車
料
金
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
な
ど
の
た
め
値
上
げ
す
る
こ
と

や
、
大
型
バ
ス
の
駐
車
予
約
制
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
白
川
郷
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
乗
り

入
れ
る
路
線
バ
ス
は
、
年
々
増
便
さ
れ

観
光
客
で
飽
和
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

乗
り
入
れ
本
数
を
規
制
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ
の
バ
ス
乗

り
入
れ
料
を
値
上

げ
し
、
観
光
客
受

け
入
れ
に
か
か
る

様
々
な
経
費
に
充

て
る
仕
組
み
の
構

築
を
新
た
に
進
め

て
い
ま
す
。

４
．
地
域
経
済
の
活
性
化
と
分
散
化

　
観
光
客
が
村
内
各
所
に
分
散
す
る
よ

う
、
周
辺
エ
リ
ア
の
魅
力
発
信
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
特
に
南
部
地
域
に
お

い
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
白
川
村
で
育
っ
た
結

旨
豚
、
こ
れ
か
ら
着
工
さ
れ
る
酒
蔵
の

誘
致
、
近
年
関
心
の
持
た
れ
て
い
る
発

酵
食
レ
シ
ピ
の
開
発
、
白
川
郷
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
と
村
内
流
通
な
ど
、
地
元
産

品
の
開
発
や
消
費
促
進
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

終
わ
り
に

　
白
川
郷
の
魅
力
を
次
世
代
に
継
承
す

る
た
め
に
は
、
文
化
の
保
存
、
観
光
振

興
と
住
民
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
人
口
減
少
や
外
国
人
観
光
客

の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
で
、
と
も
す
る
と
崩
れ
が
ち
に
な

る
、
保
存
と
観
光
と
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン

ス
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
も
荻
町
住
民
の
皆
様

は
、
対
話
を
繰
り
返
し
、
知
恵
を
出
し

合
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

行
政
・
観
光
事
業
者
・
住
民
が
一
体
と

な
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
る
不
断

の
努
力
を
も
っ
て
、
持
続
可
能
な
観
光

地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
観
光
客
の
皆

様
に
は
、
白
川
郷
の
歴
史
と
文
化
を
尊

重
し
な
が
ら
、
地
域
と
共
生
す
る
観
光

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
住
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保
存
と
観
光
と
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
る
！

　
　〜
観
光
政
策
の
現
状
と
今
後
の
展
望
〜

白
川
村
観
光
振
興
課
長

　
　吉

　實

　秀

　典
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渋滞と路上駐車



基本財産　302,361,000円
特定資産　350,943,373円
合　　計　６53,304,373円

財団が保持している基金の現在額（令和7年3月末）

令和６年度の実施事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅
伝統的建造物修理 1棟

棟茅葺替 92/108棟

トタン屋根葺替
2．修景事業
修景協力費助成 2棟

トタン屋根葺替 2棟

ビニールシート指定色奨励事業
一般建築物茅屋根補修 棟茅1棟　葺替1棟

オダレ助成 25枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業 金沢市

人材育成事業
茅の自給率向上施策と調査研究

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田42.5a、畑0.7a

3,157,000円
0円

337,000円
2,820,000円

0円
7,022,876円
1,967,000円
741,000円

0円
4,137,000円
177,876円
3,458,545円
1,000,000円
464,145円
41,910円

1,952,490円
2,634,981円
2,634,981円

村補助金
基金運用利息

15,000,000円
1,273,402円

合　計

合　計 16,273,402円

　財団は世界遺産の合掌造り集落を保全し、後世に残し
ていくための公益事業を行っており、主な経費は村営駐
車場の指定管理業務における利用料収入を財源とした委
託料で賄われています。財団設立当初よりせせらぎ公園
駐車場と付随する総合案内所の管理運営を行っており、
現在は寺尾・弥陀島臨時駐車場も安全かつ効率的に駆使
することで、繁忙期の渋滞緩和に努めています。
　駐車場の利用料金は財団を通じて村に収納され、駐車
場や施設の維持管理費に充てられるとともに、一部は指
定管理料として財団の歳入となります。また、世界遣産（伝
建保存）地区の修理・修景助成、地域振興策等にも充て
られ、事業計画に応じ村から補助金として歳入されます。
　令和６年度のせせらぎ・寺尾・弥陀島駐車場の総収入は、
3億2,291万円となりました。指定管理料として1億6,945万
円、集落整備事業及び運営費補助金として1,600万円を村
からの収入とし事業を実施しました。
　なお、今年度末には次年度に実施する大規模修繕工事
のため、基金の一部１億円を取り崩しております。これ
により基金の総額は約6億5,330万円と減少していますが、
財産運用利息収入は昨年度より若干多い629万円となり、
財団の貴重な財源として集落保存事業を中心に活用され
ています。

16,273,402円

歳出  2億8,261万円歳入 2億8,261万円
世界遺産集落
保存事業費
2,396万円
8.48%

村補助金収入
1,600万円
5.66%

財産運用・
利息収入
629万円 
2.23%

雑収入
5,149万円 
18.22%

前期繰越金
3,797万円 
13.43%

一般事務
管理費
182万円
0.64%

次期繰越
収支差額
8,867万円
31.38%

指定管理受託事業費
16,816万円
59.5%

積立金 0万円 0％積立金 0万円 0％

指定管理受託事業収入
16,945万円
59.96%

一般寄付金
収入
141万円
0.5%

※所有者不明土地・家屋管理人申立に伴う予納金 530万円は実績未確定のため除外

～財団の収入と支出の会計状況についてお伝えします～

令和6年度

・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

　令和６年度せせらぎ公園駐車場の普通車利用台数は過去最多だった令和５年度146,092台を11.2％上回り162,451台を、大型
車も同平成30年度25,061台を2.3％上回り25,642台を記録しました。この駐車場は年中無休であるため、日平均で普通車445台、
大型車70台の利用が続いていることになります。さらに令和６年度のみだしまと寺尾駐車場の台数も加算すると３駐車場の合計
で普通車は245,090台、二輪車は7,894台もの利用があるため、集落内に観光客が溢れているのもうなずけます。とりわけ８月
の普通車利用台数は突出しており、降雪月の利用台数の約２倍に相当します。
　せせらぎ公園駐車場は、普通車と大型車の両方に対応できるよう設計されてい
ますが、利用可能台数には限界があり、かつ新たに駐車場を増設していくことは
非現実的であることから、既存の資産とその設備をいかに効率的に運用していく
かが、渋滞緩和や住民・観光客の満足度向上への大きなカギとなります。
　財団として、まずは大型車（バス）の駐車利用枠について予約制を導入するこ
とで普通車の利用枠を最大限確保できるよう令和７年度に村とともに本格的に検
討を進めてまいります。

押し寄せるインバウンド、普通車・大型車ともに過去最多！押し寄せるインバウンド、普通車・大型車ともに過去最多！
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平成2１年～令和６年度　せせらぎ公園小呂駐車場利用実績
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せせらぎ駐車場の
　　大規模修繕工事が始まります！
せせらぎ駐車場の
　　大規模修繕工事が始まります！

冬用タイヤ装着呼びかけ

工事区域工事区域

　著しい観光客の増加に伴い、白タクや白バスはもちろん、緑ナンバーでも観光時間を守ら
ない、あるいは路上駐車を繰り返す場面を毎日のように見かけます。冬場には相変わらずノー
マルタイヤのレンタカーもやってきます。こうした状況を改善するため、財団では国交省中
部運輸局や岐阜県警などとの連携を強化し、啓発活動やパトロールなどに全面的に協力して
います。この他にも、日本語、英語、中国語の３か国語でマナー啓発を訴えるアナウンスを
駐車場内で毎日放送し、互いの思いやり、指定場所での喫煙、ごみの放置や私有地侵入禁止、
歩行者天国ではない、観光は 17時までといった内容を訴え続けています。
　また「観光客へのおもてなしと住民の快適な暮らし」の両立や除雪費の財源確保等のため、
令和７年 10 月には駐車料金の値上げが予定されておりますし、バスの駐車場予約制も検討
を進めてまいります。トイレ不足やごみ問題についてもこうした財源をもとに村などととも
に対策を検討していきます。

　平成９年３月から拡充と小規模修繕を重ねてきたせせらぎ公園駐車場で
すが、舗装の劣化が著しいため地盤からしっかりと舗装しなおすことにな
りました。数か月間の工事中は、みだしま・寺尾の両臨時駐車場を常設す
ることで対応しますが、大型バスをはじめとして受入枠が十分でないため
渋滞などが発生する可能性があります。しばらくの間、ご不便をおかけし
ますがご理解、ご協力をお願いします。

お互いが気分よく過ごせるようにお互いが気分よく過ごせるように

R7.6/2～せせらぎ駐車場の
　　大規模修繕工事が始まります！
せせらぎ駐車場の
　　大規模修繕工事が始まります！

1,1261,126

535535491491
497497

677677

1,0321,0321,1271,127
931931

674674

1,5661,566

978978694694
684684

1,3321,332

548548

1515
484484

33 1155 2266 42427171

白川郷の合掌造り （ 3） （ 2） 白川郷の合掌造り



基本財産　302,361,000円
特定資産　350,943,373円
合　　計　６53,304,373円

財団が保持している基金の現在額（令和7年3月末）

令和６年度の実施事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅
伝統的建造物修理 1棟

棟茅葺替 92/108棟

トタン屋根葺替
2．修景事業
修景協力費助成 2棟

トタン屋根葺替 2棟

ビニールシート指定色奨励事業
一般建築物茅屋根補修 棟茅1棟　葺替1棟

オダレ助成 25枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業 金沢市

人材育成事業
茅の自給率向上施策と調査研究

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田42.5a、畑0.7a

3,157,000円
0円

337,000円
2,820,000円

0円
7,022,876円
1,967,000円
741,000円

0円
4,137,000円
177,876円
3,458,545円
1,000,000円
464,145円
41,910円

1,952,490円
2,634,981円
2,634,981円

村補助金
基金運用利息

15,000,000円
1,273,402円

合　計

合　計 16,273,402円

　財団は世界遺産の合掌造り集落を保全し、後世に残し
ていくための公益事業を行っており、主な経費は村営駐
車場の指定管理業務における利用料収入を財源とした委
託料で賄われています。財団設立当初よりせせらぎ公園
駐車場と付随する総合案内所の管理運営を行っており、
現在は寺尾・弥陀島臨時駐車場も安全かつ効率的に駆使
することで、繁忙期の渋滞緩和に努めています。
　駐車場の利用料金は財団を通じて村に収納され、駐車
場や施設の維持管理費に充てられるとともに、一部は指
定管理料として財団の歳入となります。また、世界遣産（伝
建保存）地区の修理・修景助成、地域振興策等にも充て
られ、事業計画に応じ村から補助金として歳入されます。
　令和６年度のせせらぎ・寺尾・弥陀島駐車場の総収入は、
3億2,291万円となりました。指定管理料として1億6,945万
円、集落整備事業及び運営費補助金として1,600万円を村
からの収入とし事業を実施しました。
　なお、今年度末には次年度に実施する大規模修繕工事
のため、基金の一部１億円を取り崩しております。これ
により基金の総額は約6億5,330万円と減少していますが、
財産運用利息収入は昨年度より若干多い629万円となり、
財団の貴重な財源として集落保存事業を中心に活用され
ています。

16,273,402円

歳出  2億8,261万円歳入 2億8,261万円
世界遺産集落
保存事業費
2,396万円
8.48%

村補助金収入
1,600万円
5.66%

財産運用・
利息収入
629万円 
2.23%

雑収入
5,149万円 
18.22%

前期繰越金
3,797万円 
13.43%

一般事務
管理費
182万円
0.64%

次期繰越
収支差額
8,867万円
31.38%

指定管理受託事業費
16,816万円
59.5%

積立金 0万円 0％積立金 0万円 0％

指定管理受託事業収入
16,945万円
59.96%

一般寄付金
収入
141万円
0.5%

※所有者不明土地・家屋管理人申立に伴う予納金 530万円は実績未確定のため除外

～財団の収入と支出の会計状況についてお伝えします～

令和6年度

・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

　令和６年度せせらぎ公園駐車場の普通車利用台数は過去最多だった令和５年度146,092台を11.2％上回り162,451台を、大型
車も同平成30年度25,061台を2.3％上回り25,642台を記録しました。この駐車場は年中無休であるため、日平均で普通車445台、
大型車70台の利用が続いていることになります。さらに令和６年度のみだしまと寺尾駐車場の台数も加算すると３駐車場の合計
で普通車は245,090台、二輪車は7,894台もの利用があるため、集落内に観光客が溢れているのもうなずけます。とりわけ８月
の普通車利用台数は突出しており、降雪月の利用台数の約２倍に相当します。
　せせらぎ公園駐車場は、普通車と大型車の両方に対応できるよう設計されてい
ますが、利用可能台数には限界があり、かつ新たに駐車場を増設していくことは
非現実的であることから、既存の資産とその設備をいかに効率的に運用していく
かが、渋滞緩和や住民・観光客の満足度向上への大きなカギとなります。
　財団として、まずは大型車（バス）の駐車利用枠について予約制を導入するこ
とで普通車の利用枠を最大限確保できるよう令和７年度に村とともに本格的に検
討を進めてまいります。

押し寄せるインバウンド、普通車・大型車ともに過去最多！押し寄せるインバウンド、普通車・大型車ともに過去最多！
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平成2１年～令和６年度　せせらぎ公園小呂駐車場利用実績
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白川郷学園 2年生
とのサツマイモづくり
白川郷学園 2年生
とのサツマイモづくり

合掌集落内の景観を守る

茅の「刈取り」も「結」が必要

　合掌財団では平成16年度より荻町集落の景観
を守ることを目的に、休耕田での稲作や白川郷学
園の児童の皆さんとサツマイモ畑づくりを行って
います。田植え後には水田協力隊による間差しの
お手伝いもいただいています。

荻町集落の
景観保全のために…
荻町集落の
景観保全のために…

合掌集落内の景観を守る

　まずは展望台から見た写真を使ってなぜここにサツマイモを植えるのかを
学んでもらいます。展望台から眺めたときの休耕田になっているときの写真
と、この事業を始めてからの写真を見比べて、サツマイモの緑の景色がどれ
だけ展望台から見たときにきれいに見えるか、観光客はどう感じるかを想像

してもらいました。
　今回のサツマイモは「紅はるか」で100本の苗を用意し
ました。児童の皆さんが『おいしくて大きいのが育つとい
いね』とワクワクしながら植えている姿を見て、景観が良
くなることはもちろん、おいしいサツマイモが収穫できる
ことを願いました。曇り空でしたが、皆さんで協力して合
計100本の苗をていねいに植えることができました。
　最後に大きくなあれと愛情をこめて一人ずつ苗にしっか
りと水をやり作業を終えました。その後、皆さんは歩いて
展望台に元気に上がり、実際に苗を植えた場所を確認して
いました。

　この日を迎えるまでに、学園の授業のなかでは、水の神様、畑の神様などたくさんいらっしゃる、今日
はどんな神様に出会えるかなといった時間を設けてくださっていました。日頃の心がけがよく、気持ちよ
く晴れた収穫当日の朝、待ちに待ったサツマイモ掘りに元気にやってきてくれました。

　前もって草取りを根気よくきれいにやってくれていたおかげで、地表がはっきり出て
いて畑のコンディションは、いも掘りに最適！
　冒頭、今日は畑の神様の恵みをいただきましょう、と学園の皆さんにお話をして、ウ
キウキ児童の皆さんは、うね沿いに1列になって次々に畑の土の中に手を入れていきまし
た。珍しい昆虫にドキドキや怖さも入り交じりながら、とてもにぎやかに、そして熱中
して次々に大小さまざまなサツマイモた
ちを引き抜いていきました。
　立派なさつまいもが掘れたあとは、
『こっちにまだあるかも！』『見てみ

て！まだここにこんな大きいのがあったよ！』と畑のすみずみまで堀りきっ
てくれました。今回は全部で手みの山盛り6個分となり大満足の収穫でした。
　収穫後は、さつまいものツルでリース、ブーケ、ドレス、冠などそれぞれが
思い思いに作っていき、ちょっとしたファッションショーが展開されました。
　その後さらに、展望台へ向かう道中、田んぼの水はどこからやってきてい
るのかを確認するため、水路をたどる探検をしていきました。水路の水を板

でせき止める実演も織り交ぜ
て大きな水路からどうやって
遠くの田んぼまで水を引き込
むのか、昔の人の知恵と苦労を想像しつつ？！水路を走り出す水の流れを興味
深く追いかけていました。
　こうして今年も、苗植えから草取り、いもほりまで児童の皆さんだけではな
く、職員もとても楽しみながら景観を保全することができました。ありがとう
ございました！

　財団が耕作している田んぼは機械が入らないところが多く手植え
で大変ですが、毎年皆さんに頑張っていただいているおかげでとて
も助かっています。これからもご協力よろしくお願いします！

水田復旧事業

　今年度は学園の
児童14名が行って
くださいました。

6月4日
苗植え

10月11日
サツマイモ
掘り

田植え・稲刈りを
お手伝いしたい方大募集中!!
田植え・稲刈りを
お手伝いしたい方大募集中!!

ぜひ一緒にやりましょう！
ぜひ一緒にやりましょう！

　令和６年度、合掌財団では、伝建保存地区内の歴史的風致を損ねる物件に
ついて、地域住民の意向も十分反映しながら、助成検討委員会にて慎重に審
議の上、除去に要する費用の一部を助成しました。
　危険家屋化して周囲に危害を加
えてしまう前に、まずは空家を発
生させないよう努めていく必要が
ありますし、今後の管理などに
困ったときには、お近くの地域の

守る会メンバーなどへ早い段階から遠慮なく相談をしていただくとよいで
しょう。ご家族の中でも「まだ早いよ」といっている段階から、正月やお
盆など家族が多く集まるタイミングに、活用や処分について相談を進めて
おかれることをお勧めします。

　村では馬狩などに広大な茅場を造成しており、財団所有の茅刈機により、令和４
年度から村内産茅の刈取りに取り組み続けています。今年度は村で有する茅場で黒
木雄太さんがほぼ全ての茅を刈取り、約2500束（13束で１〆）を産出できまし
た。村の茅の自給率は約25％と少しずつ向上しているものの、村内で必要な約1万
束の確保には遠く及びません。
　また、少ない収量のなかでも品質を高め豊富な収量を確保していくためには、夏
場の蔓草の除去や土壌改良も必要であり、令和６年５月には、地元消防団の協力も
得ながら野焼きを行うなど、生育環境の向上に努めています。
　こうした取組みは一部の関係者のみで行うにも限界があり、合掌家屋の所有者がこの課題を自分ゴトとしてとらえ
るのはもちろん、地域ぐるみで取り組んでいく必要があると強く感じています。村内外における茅に関するイベント
や維持保全活動などの機会には、ぜひ積極的なご参加、ご協力をお願いします。

　白川郷で不足する茅を補うため、令和５年度に続き、御殿場の茅場へ茅刈機を運び入れ、川田晋也さんが中心とな
り令和６年12月から３月にかけ大規模に茅刈作業を行いました。御殿場の茅場は野焼きを毎年行うなど手入れが行き
届いて生育状態がよく、機械での刈取りもしやすい環境にあります。
　しかしながら、機械で刈り取った茅を束ね、あまりに広大な茅場の道なき道を軽トラックで突き進み、積み込んで
運びだし、一時保管場所まで運搬し、積み下ろして保管しておく、といった一連の作業手順のいたるところで「人手

が不足」するため苦戦しています。
　今回の茅刈機械の使用で約2500束を産出できましたが、白川郷などからの応
援（人手）があればもっと多くを収穫できます。実は御殿場においても茅の刈り
取り手や収量は減少の一途で、５年後に白川郷へ提供できる茅束は現在の半分を
確保できるかどうかと告げられており、安定供給は喫緊の課題となっています。
村内茅場での自給率向上もさることながら、白川郷への茅の安定供給を図ること
も、いま、私たちに問われています。自分には何ができるのか、どうすべきなの
か、今こそ真摯にこの課題に向き合うときなのです。

茅の「刈取り」も「結」が必要

解体前解体前

解体後解体後

～茅の自給率向上の取組み～

～茅の安定供給への取組み～

茅場の野焼き

御殿場における茅の積込作業
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届いて生育状態がよく、機械での刈取りもしやすい環境にあります。
　しかしながら、機械で刈り取った茅を束ね、あまりに広大な茅場の道なき道を軽トラックで突き進み、積み込んで
運びだし、一時保管場所まで運搬し、積み下ろして保管しておく、といった一連の作業手順のいたるところで「人手

が不足」するため苦戦しています。
　今回の茅刈機械の使用で約2500束を産出できましたが、白川郷などからの応
援（人手）があればもっと多くを収穫できます。実は御殿場においても茅の刈り
取り手や収量は減少の一途で、５年後に白川郷へ提供できる茅束は現在の半分を
確保できるかどうかと告げられており、安定供給は喫緊の課題となっています。
村内茅場での自給率向上もさることながら、白川郷への茅の安定供給を図ること
も、いま、私たちに問われています。自分には何ができるのか、どうすべきなの
か、今こそ真摯にこの課題に向き合うときなのです。

茅の「刈取り」も「結」が必要

解体前解体前

解体後解体後

～茅の自給率向上の取組み～

～茅の安定供給への取組み～

茅場の野焼き

御殿場における茅の積込作業

白川郷の合掌造り （ 5） （ 4） 白川郷の合掌造り



ありがとうございます

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
円
安
の
高
止
ま
り
の
な
か

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
令
和
6

年
度
の
駐
車
場
に
お
け
る
普
通
車
月
別
入
込
は

２
月
を
の
ぞ
い
て
前
年
度
を
上
回
り
続
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
世
界
遺
産
集
落
内
に
は
観

光
客
が
溢
れ
、
そ
の
他
の
地
域
に
も
多
く
の
お

客
様
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
消
費
額
へ
の
貢
献
の
一
方
で
、
マ
ナ
ー

や
渋
滞
へ
の
問
題
も
多
く
発
生
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
100
年
後
に
果
た
し
て
こ
の

集
落
は
健
全
な
状
態
で
環
境
を
保
全
で
き
て
い

る
の
か
疑
問
を
抱
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ほ
か
に
も
、
相
続
人
不
存
在
に
よ
る
空
家
や
、

管
理
人
不
在
に
よ
る
危
険
家
屋
化
と
い
っ
た
問

題
、
合
掌
家
屋
の
屋
根
素
材
で
あ
る
茅
の
自
給

率
向
上
の
難
し
さ
や
安
定
供
給
の
危
う
さ
な

ど
、
こ
の
集
落
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

　
合
掌
財
団
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
諸
問
題
の

解
決
に
向
け
て
、
名
古
屋
大
学
・
大
学
院
情
報

学
研
究
科
な
ど
と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
の
力
も
活

用
し
な
が
ら
、
村
や
守
る
会
な
ど
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
し
っ
か
り
連
携
し
100
年
先
ま

で
見
据
え
た
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
年
度
末
を
も
っ
て
事
務
局
長
が
交

替
し
ま
す
。
令
和
３
年
４
月
か
ら
「
大
澤
珠
生
」

が
就
任
（
村
役
場
か
ら
の
派
遣
）
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
３
月
を
も
っ
て
退
職
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
す
る
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
「
山
田

雅
彦
」
が
就
任
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寄附金ご協力者一覧

●振替による場合
★【口座名義】世界遺産白川郷保存基金
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

●現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　★インターネットでも受け付けています。
　　https://www.vill.shirakawa.lg.jp/2326.htm

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では、合掌造り集落の保存とその集落
内の住民の暮らしを守るため、合掌家屋の修理や
集落の修景など、景観保全に関わるさまざまな課
題に対応する事業を展開しています。
　これらの事業は、基本財産から生じる運用益を
財源に行っていますが、必要事業費にはるかに及
ばない現状です。そのため緊縮した村会計から捻
出して対処しています。今後、当財団に要請され

る事業が、社会情勢の変化にともなってますます
多様化し、一層責任が増大していくものと予想さ
れます。
　つきましては、当財団がこのような課題にでき
るだけ適確に対処できる体制を整えることが、世
界遺産合掌集落の保存に欠かせない条件です。
　ぜひとも当財団の活動趣旨にご賛同いただき、
皆様の温かいご支援、ご協力をお願いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

（敬称略）

　皆さまからいただきましたご厚意に心より感謝申し
上げます。ご協力いただきました皆さまをご紹介いたし
ます。
※竹筒募金は都合により回収できている分のみのご紹介
としています。この他にも多数ご協力いただいていお
り、全てをご紹介できず申し訳ございません。

令和６年度 竹 筒 募 金
白川郷の湯
トヨタ白川郷自然学校
民宿　十右エ門
民宿　志みづ
民宿　のだにや
民宿　久松
民宿　ふるさと
民宿　利兵衛
民宿　孫右衛門
民宿　源作

民宿　よきち
民宿　大田屋
お食事処　忠兵衛
基太の庄
白楽
心花洞
文化喫茶　郷愁
いっぷく　ちな
花水木
落人
たなか屋
けやき
与ぜ
白水園
いろり

喫茶　さとう
あらい
てんぼうだいのカフェ
ます園文助
柊
コーヒー屋　鄙
合掌
そば脇本
盛善
元気な野菜館
恵びす屋
おいしんぼ
かたりべ
ぜん助家
今藤商店

こびき屋　柿の木店
めめんこ
こびき屋
古太神
道の駅白川郷
㈲城山
国重文　和田家
ふる郷　長瀬家　
神田家
県重文　明善寺
合掌造り民家園
白川村役場
（一社）白川郷観光協会
部活 in 天守閣!2024

岐阜県 ㈱三輪酒造
埼玉県 尾崎和夫
岐阜県 ㈱林工務店
愛知県 伊藤睦子
岐阜県 可児洋明
兵庫県 西本喜久子
東京都 南里幸貴
兵庫県 西本喜久子
滋賀県 株式会社文教スタヂオ
愛知県 株式会社日本旅行

現在、店舗に合掌基金募金箱の設置
がなく、設置希望の方や、募金箱の破
損などで交換を希望される方がありま
したら当財団までご連絡ください。

白川郷の合掌造り （ 1） （ 6） 白川郷の合掌造り
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ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
る

前
、
ゴ
ミ
袋
と
火
バ
サ
ミ
を
手
に
展
望

台
ま
で
の
道
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
す
。
ホ
ッ

カ
イ
ロ
に
マ
ス
ク
な
ど
な
ど
、
瞬
く
間

に
袋
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
雪
が
解
け
た

ら
田
ん
ぼ
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
ろ
う
な
と

思
う
と
、
少
し
し
ん
ど
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

白
川
郷
は
、
合
掌
造
り
集
落
の
美
し
い

風
景
と
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
か
ら
、

国
内
外
よ
り
非
常
に
多
く
の
観
光
客
を

迎
え
て
い
ま
す
。
国
で
は
二
〇
二
四
年

の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
が
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
で
も
村
営
駐
車

場
の
年
間
普
通
車
入
込
台
数
が
二
四
二
，

七
〇
四
台
（
一
月
末
）
と
過
去
最
高
を

記
録
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
一
・
二
四
倍
と

な
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

影
響
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

 

現
状
の
課
題

　
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
ゴ
ミ
の
投

棄
や
、
交
通
渋
滞
、
敷
地
や
住
宅
に
入

り
込
む
な
ど
の
マ
ナ
ー
問
題
、
住
民
の

生
活
環
境
へ
の
影
響
は
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
国
道
一
五
六
号
が
渋
滞

す
る
頻
度
が
増
し
、
観
光
客
の
み
な
ら

ず
、
住
民
の
日
常
生
活
や
緊
急
車
両
の

通
行
に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
観
光
客
も
住
民
も
疲

弊
し
て
し
ま
い
、
お
互
い
悪
い
感
情
し

か
残
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

し
て
、
白
川
郷
が
持
っ
て
い
る
質
の
高

い
観
光
地
と
し
て
の
基
本
が
崩
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
を
し
て

い
ま
す
。
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て
の

基
本
と
は
、
美
し
い
風
景
と
文
化
、
美

味
し
い
郷
土
料
理
や
お
土
産
、
観
光
客

と
住
民
の
交
流
、
も
て
な
し
の
心
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
対
策
と
展
望

　
こ
れ
ら
基
本
と
な
る
白
川
郷
の
魅
力

を
次
世
代
に
継
承
し
、
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
行

政
の
対
策
や
、
観
光
事
業
者
、
住
民

皆
様
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
環
境
と
生
活
文
化
の
保
存

　
今
年
は
、
世
界
遺
産
登
録
三
十
周

年
、
そ
の
価
値
と
誇
り
を
再
認
識
す

る
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
世
界

遺
産
と
し
て
の
価
値
は
、
合
掌
造
り

民
家
群
や
「
結
」
作
業
だ
け
で
は
な

く
、祭
礼
行
事
や
火
の
番
廻
り
な
ど
、

合
掌
集
落
を
守
っ
て
い
く
暮
ら
し
そ

の
も
の
に
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
と
時
代
の
変
化
の
中
、
生
活
文
化

を
守
り
続
け
て
い
る
住
民
皆
様
に
敬
意
を

表
し
、
観
光
客
に
よ
る
環
境
負
荷
を
適
切

に
抑
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
観
光
客
の
適
正
管
理

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
二

〇
一
九
年
一
月
か
ら
駐
車
場
の
完
全
予

約
制
を
実
施
し
、
二
〇
二
四
年
一
月
か

ら
は
、
チ
ケ
ッ
ト
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

駐
車
場
予
約
者
に
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
し
、

チ
ケ
ッ
ト
の
な
い
来
訪
者
の
集
落
へ
の

入
場
を
制
限
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
実
行
委
員
会
に
よ
る
こ
の
取
り
組
み

の
結
果
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
の
渋
滞
や

混
乱
は
大
幅
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
成
功
例
を
も
と
に
、
観
光
客

の
受
入
れ
環
境
を
最
適
化
す
る
た
め
、

年
末
年
始
な
ど
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
な
る
期
間
の

総
量
規
制
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い

く
時
期
に
入
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ナ
ー

啓
発
活
動
の
強
化

を
進
め
て
い
ま

す
。
観
光
庁
の
補

助
金
を
利
用
し

て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
責
任
あ
る
観
光
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
観
光
客
に
、

世
界
遺
産
集
落
は
「
そ
こ
に
暮
ら
し
が

息
づ
い
て
い
る
こ
と
自
体
に
価
値
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

責
任
あ
る
行
動
を
取
っ
て
い
た
だ
く
試

み
で
す
。
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
特

設
サ
イ
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
事
業
者
で
組
織
す
る
「
荻
町
発
展

会
」
は
、
継
続
的
な
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い

を
行
っ
て
い
ま
す
し
、「
他
の
店
舗
か
ら

の
ゴ
ミ
で
も
快
く
引
き
取
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
る
な
ど
、
観
光
客
と
住
民
皆
様

の
共
存
を
目
指
す
取
り
組
み
も
継
続
強

化
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

３
．
交
通
対
策
と
財
源
対
策
の
強
化

　
こ
れ
ま
で
一
時
的
な
駐
車
用
に
開
放

し
て
い
た
荻
町
城
跡
展
望
台
駐
車
場
は
、

付
近
で
恒
常
的
な
路
上
駐
車
や
渋
滞
が

起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
二
〇
二

四
年
一
月
よ
り
閉
鎖
す
る
し
か
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
客
が
展

望
台
へ
行
く
に
は
、
民
間
会
社
の
運
行

す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
か
徒

歩
か
の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
対
策
に
際
し
て
、
荻
町
区
長

を
委
員
長
と
し
、
行
政
や
関
係
団
体
の

代
表
で
組
織
す
る
「
荻
町
交
通
対
策
委

員
会
」
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
も
集
落
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
地

域
を
交
え
た
協
議
が
続
き
ま
す
。

　
村
で
は
渋
滞
対
策
と
し
て
観
光
客
へ

の
事
前
周
知
を
目
的
に
混
雑
情
報
サ
イ

ト
「
白
川
郷
す
ん
な
り
旅
ガ
イ
ド
（SH

I
RA
K
A
W
A
-Going

）」
を
開
設
し
、
混

雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
や
渋
滞
状
況
を
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
営
駐
車
場
の

駐
車
料
金
の
一
部
を
世
界
遺
産
の
保
存

経
費
な
ど
に
充
て
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
駐
車
料
金
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
対
策
な
ど
の
た
め
値
上
げ
す
る
こ
と

や
、
大
型
バ
ス
の
駐
車
予
約
制
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
白
川
郷
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
乗
り

入
れ
る
路
線
バ
ス
は
、
年
々
増
便
さ
れ

観
光
客
で
飽
和
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

乗
り
入
れ
本
数
を
規
制
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ
の
バ
ス
乗

り
入
れ
料
を
値
上

げ
し
、
観
光
客
受

け
入
れ
に
か
か
る

様
々
な
経
費
に
充

て
る
仕
組
み
の
構

築
を
新
た
に
進
め

て
い
ま
す
。

４
．
地
域
経
済
の
活
性
化
と
分
散
化

　
観
光
客
が
村
内
各
所
に
分
散
す
る
よ

う
、
周
辺
エ
リ
ア
の
魅
力
発
信
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
特
に
南
部
地
域
に
お

い
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
白
川
村
で
育
っ
た
結

旨
豚
、
こ
れ
か
ら
着
工
さ
れ
る
酒
蔵
の

誘
致
、
近
年
関
心
の
持
た
れ
て
い
る
発

酵
食
レ
シ
ピ
の
開
発
、
白
川
郷
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
と
村
内
流
通
な
ど
、
地
元
産

品
の
開
発
や
消
費
促
進
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

終
わ
り
に

　
白
川
郷
の
魅
力
を
次
世
代
に
継
承
す

る
た
め
に
は
、
文
化
の
保
存
、
観
光
振

興
と
住
民
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
人
口
減
少
や
外
国
人
観
光
客

の
急
増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
で
、
と
も
す
る
と
崩
れ
が
ち
に
な

る
、
保
存
と
観
光
と
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン

ス
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
も
荻
町
住
民
の
皆
様

は
、
対
話
を
繰
り
返
し
、
知
恵
を
出
し

合
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

行
政
・
観
光
事
業
者
・
住
民
が
一
体
と

な
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
る
不
断

の
努
力
を
も
っ
て
、
持
続
可
能
な
観
光

地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
観
光
客
の
皆

様
に
は
、
白
川
郷
の
歴
史
と
文
化
を
尊

重
し
な
が
ら
、
地
域
と
共
生
す
る
観
光

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
住
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保
存
と
観
光
と
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
る
！

　
　〜
観
光
政
策
の
現
状
と
今
後
の
展
望
〜

白
川
村
観
光
振
興
課
長

　
　吉

　實

　秀

　典

ライトアップ

渋滞と路上駐車


